
第３学年 技術・家庭科学習指導案 

平成２７年１１月６日（金） 第５校時 

      場 所  教 室 

 

１ 小題材名「ディジタル作品の特性とその活用」 

（学習指導要領 技術分野 内容Ｄ(1)エ (2)アイ） 

 

２ 小題材について 

（１）生徒の実態 

 経済・社会・生活のあらゆる場面での情報化が急速に進展し、生徒は日常的にその恩

恵を享受している。その中で、情報を発信する行動が無自覚のうちに生活に浸透し、十

分な知識や理解のないまま情報社会を生きている。すべての生徒が情報を適切に活用で

きることが喫緊に求められているが、情報処理でどのような技術が使われ、社会や環境

にどんな役割や影響を与えているかを気にかけることは少ない。情報に関する技術を活

用するにあたってのルールやマナーをはじめ、知的財産の保護や法律等による禁止・制

限事項について、情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性と関連づけた活用

の仕方が重要だといえる。 

 

（２）題材観 

 情報に関する技術が果たしている役割や影響についての生徒の認識が乏しい。そこで、

ディジタル作品の設計・制作を通して、随時生活と技術との関わりについて触れながら

基礎的・基本的な知識及び技術を習得させるとともに、生活を工夫し創造する能力育成

と情報に関する技術が社会に果たす役割と影響について理解を深められる学習題材を取

り上げることとする。 

 

（３）指導観 

 ディジタル作品の設計・制作を通して、メディアの特徴と利用方法を知り、表現や発

信ができるようにするとともに、目的に応じたディジタル作品の設計を工夫する能力を

育成することができるようにする。設計・制作においては、使用するメディアの準備と

ディジタル化など、制作手順をあらかじめ整理し、能率的な作業ができるようにする。

それにより限られた時数を有効活用し、生活を工夫し創造する能力を育みたい。また、

情報発信者としての責任や情報の発信に伴って発生し得る問題を理解させた上で、情報

に関する技術の特性を生かして情報社会を適正に活動する能力と態度を育成したい。 

 

３ 小題材の目標 

 ディジタル作品の設計・制作を通して、メディアの素材の特徴と利用方法や、多用な

メディアを複合する方法を知り、表現や発信ができるようにするとともに、目的に応じ

てディジタル作品の設計を工夫する能力を育成する中で、情報に関する技術が社会や環

境に果たしている役割と影響について理解させる。 

 

 

 

 



４ 年間指導計画（１７．５時間） 

                   ※他の項目との系統性は、当日配布の資料にて示す。 

学習内容 時間 学習活動 

生活と情報のかかわり 0.5 
・生活に存在する情報 

・生活におけるコンピュータのはたらき 

コンピュータの装置と機能 0.5 
・コンピュータの構成と情報処理の仕組み 

・記憶媒体の特徴 

コンピュータネットワーク

が果たしている役割 
1 

・情報通信ネットワークにおける情報利用の仕組み 

・情報通信の決まり、パケット通信 

インターネットを安全に使

う仕組み 
1 

・ユーザＩＤとパスワード 

・情報の暗号化 

コンピュータの中の情報表

現 
1 

・コンピュータでの数値の扱い方 

・数字で表した画像 

・ディジタル信号の量を表す単位 

・アナログとディジタルの特徴 

・ディジタル化の方法とその利用 

著作権と知的財産権 1 
・著作権と発信情報 

 

情報にかかわるルールとマ

ナー 
1 

・正しい情報を見分ける 

・ネット販売の特徴 

・電子メールの特性 

・インターネットやコンピュータを使う上でのルー

ルとマナー 

ディジタル作品の特性とそ

の活用 
5 

・ディジタル作品の表現（対象、内容、順序） 

・素材を編集する 

・制作する作品の内容・構想 

・ディジタル作品の対象を変える 

・メディアの素材とその特性 

・ディジタル化することによる便利さ 

・発信する立場としてのディジタル作品の光と影 

・制作した作品通して見える情報モラル 

プログラムによる計測・制

御 
4 

・コンピュータを利用した計測・制御について 

・情報処理の手順とプログラムの作成 

メディアとこれからの情報

社会 
1 

・インターネットやコンピュータのもつ光と影の部

分について 

・情報化が社会や生活に及ぼす影響について 

生活と技術とのかかわり 1.5 ・生活を工夫し創造する能力を活かすには 



５ 小題材の指導計画・評価計画（５時間扱い） 

題材 時間 学習内容 評価規準 

デ
ィ
ジ
タ
ル
作
品
の
特
性
と
そ
の
活
用 

１ 

ディジタルデータとその編集 〔Ｄ（２）アイ〕 

【生活や技術への関心･意欲･態度】 

 ①利用者が安心して利用できる作品を設 

  計・制作しようとしている。 

 ②新しい発想を生み出し活用しようとし  

  ている。 

【生活を工夫し創造する能力】 

  ディジタル作品の使用目的や使用条件

を明確にし、利用者の状況などに応じて

メディアの素材の特徴と利用方法を比

較・検討した上で、作品に適したメディ

アの種類や複合する方法などを決定して

いる。 

【生活の技能】 

  設計に基づき、適切なソフトウェアを

用いて多様なメディアを複合し、表現や

発信ができる。 

【生活や技術についての知識･理解】 

  メディアの素材の特徴と利用方法や、

適切なソフトウェアを選択し、多様なメ

ディアを複合する方法についての知識を

身につけている。 

２ 

ＣＭ動画をつくろう（１） 

・ディジタル作品の表現手段 

（対象、内容、順序） 

・制作する作品の内容・構想 

・素材の選択 

３ 

ＣＭ動画をつくろう（２） 

・素材の編集 

・作品の完成 

４ 

ＣＭ動画をつくろう（３） 

・視聴対象を替えて、内容・構  

 成を改良 

５
（
本
時
） 

ディジタル作品のふりかえりと

その特性の理解 

・メディアの素材とその特性 

・ディジタル化による利便性 

・発信する立場としてのディジ 

 タル作品の光と影 

・制作した作品を通して見える 

 情報モラル 

〔Ｄ（１）エ〕 

【生活や技術についての知識･理解】 

  情報に関する技術が社会に果たしてい

る役割と影響について理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の学習（５／５時） 

（１）本時の目標 

  情報に関する技術が社会に果たしている役割と影響について理解する。 

（２）展開 

学習 

内容 
教師の働きかけ 

時

間 
生徒の活動 

評価と指導の工夫 
◆評価規準 ※指導上の留意点 

◎十分満足の状況 ○おおむね満足の状況 

△努力を要すると判断される生徒への指導 

履
修
済
み
学
習
内
容
及
び 

 

本
時
の
学
習
の
確
認 

・前時までの課題であったディジ

タル作品“自校をアピールする

ＣＭ動画”を振り返えさせる。 

・生徒作品をいくつか紹介する。 

・これらディジタルを中心とした

情報技術が社会に果たしている

役割と影響について考える学習

であることを確認する。 

5 ・学習プリントを見返し、

前時までの活動を振り返

る。 

 

 

 

 

課
題
発
見
と
解
決
（
１
） 

・ディジタルデータであれば、コ

ンピュータ上で複数のソフトウ

ェアを横断的に利用できること

に気付かせる。 

 

 

 

・写真データが保存されているサ

ーバから各生徒が必要なデータ

を取り出し、編集できた経験を

思い出させる。それが実現でき

た理由をディジタルデータの特

徴から考えさせる。 

 

・加工中のデータなどが安全に保

存されていた経験を思い出さ

せ、それが実現できた理由をコ

ンピュータネットワークの特徴

から考えさせる。 

・ディジタルデータを発信すると

きに気をつけるべきことを考え

させる。 

 

 

・利用する対象が変わり、制作し

たディジタル作品を改良するに

あたって、どんなことを意識し

たか振り返らせる。 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

・ディジタルデータの利便

性を制作の経験から学

ぶ。 

 

 

 

 

・写真データをサーバから

各生徒に割り当てられた

ドライブにコピーする映

像をみて、気が付いたデ

ィジタルデータの特徴を

ワークシートに記入す

る。 

・教師の解説を聴き、気が

付いたコンピュータネッ

トワークの特徴をワーク

シートに記入する。 

 

・教師の解説を聴き、ディ

ジタルデータを発信する

ときに気をつけるべきこ

とをワークシートに記入

する。 

・利用する対象が変わって

意識したことをワークシ

ートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 
学習課題１ ディジタル作品の制作の体験は、これまで学んでき

たこととどのように関連するだろうか。 



課
題
発
見
と
解
決
（
２
） 

・ディジタル作品の改良が容易で

あった経験から、ディジタルデ

ータの特徴を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・制作者やその他の立場から、情  

報に関する技術の役割と影響に

ついて考えさせる。 

 

 

 

 

 

・これまで学んできたことから、

オンラインストレージを使用す

る際のトラブルを技術的な視点

から考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

・ディジタル作品が改良し

やすかった理由は、ディ

ジタルデータのどのよう

な特徴によるものか考

え、ワークシートに記入

する。 

 

 

 

 

 

・これまでの学習を振り返     

りながら制作者やその他

の立場から、情報に関す

る技術が社会に果たして

いる役割とその影響につ

いて考え、ワークシート

に記入する。 

 

・これまで学んできた知識    

や技能を適切に理解し、

課題を発見する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ディジタル技術が    

社会に果たしている

役割と影響について

理解している。 

   【知識・理解】 

◎ディジタル作品の 

制作体験とこれまで

学んできたディジタ

ルの特徴を適切に関

連させ、ディジタル

技術が社会に果たし

ている役割と影響に

ついて理解してい

る。 

○ディジタル作品の

制作体験からディジ

タル技術が社会に果

たしている役割と影

響について理解して

いる。 

△ワークシートに記

載された関連する既

習のワークシートを

参照させ、理解に必

要な知識を思い出さ

せる。 

本
時
の 

 

ま
と
め 

・情報に関する技術の課題を見つ

け、その解決に向けて身に付け

ておかねばならない知識等や技

術に対するとらえ方を整理す

る。 

5 ・情報化社会を生き抜くた

めに、情報のディジタル

化や情報通信ネットワー

クの特性と関連づけた活

用が重要であることを再

確認する。 

 

（３）評価 

・情報に関する技術が社会に果たしている役割と影響について理解している。 

                                 【知識･理解】 

（４）備考 

  ・在籍生徒数 男子２２名 女子１８名 計４０名 

学習課題２ これまで学んだコンピュータネットワーク、ディジ

タルの特徴から社会に果たしている役割やその影響

を考え、どのようなことに気を配る必要があるだろ 

      うか。 


